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おたよりコーナー

●
「
わ
た
し
は
ダ
マ
サ
レ
ナ
イ
‼
」
を
毎

号
読
ん
で
い
ま
す
。
大
変
参
考
に
な
り

ま
す
。
隣
の
家
に
母
が
ひ
と
り
で
住
ん

で
い
る
の
で
読
ん
で
、
母
（
91
歳
）
に
、

気
を
つ
け
な
い
か
ん
ね
、
と
話
し
て
ま
す
。

（
愛
媛
県
・
さ
ざ
ん
か
さ
ん
）

●
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
―
の
石
黒
さ
ん
は
、

最
近
テ
レ
ビ
に
も
出
て
い
る
の
で
楽
し

く
読
め
た
。
金
融
系
の
冊
子
だ
が
異
な

る
分
野
の
方
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
い
い

と
思
う
。（

静
岡
県
・
に
ゃ
む
に
ゃ
む
さ
ん
）

●
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
今
ま
で
あ
ま
り

考
え
て
こ
な
か
っ
た
お
金
や
健
康
、
今

後
の
生
活
に
つ
い
て
現
実
を
見
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
早
期
退
職
が
視
野
に
入
り
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
、
ど
ん
な
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
く
べ
き
か
、
頭
を

悩
ま
せ
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。

（
北
海
道
・
タ
リ
ン
ジ
さ
ん
）

●
「
ダ
マ
サ
レ
ナ
イ
‼
」
似
た
よ
う
な
電

話
が
一
日
に
何
回
も
夫
宛
て
に
あ
り
ま

し
た
。
夫
は
出
か
け
た
こ
と
に
し
て
私

が
電
話
に
対
応
。
契
約
削
除
と
い
う
の

で
何
の
契
約
か
不
明
に
つ
き
、
書
面
を

送
れ
と
主
張
し
続
け
た
ら
、
電
話
は
止

ま
り
ま
し
た
。　
　

（
栃
木
県
・
須
田
ミ
サ
さ
ん
）

●
表
紙
の
カ
ラ
ー
が
ス
テ
キ
で
目
に
留
ま

り
ま
し
た
。

   　
　
　
　
（
福
岡
県
・
い
に
し
え
人
さ
ん
）

●
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
、
石
黒
先

生
の
研
究
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
Ｔ
Ｖ
で
マ
ツ
コ
ア
ン
ド
ロ
イ
ド
も

見
て
い
ま
す
し
。
先
生
の
著
書
を
読
ん

で
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
介
護

に
備
え
る
金
融
知
識
は
、
迫
り
く
る
母

の
介
護
に
と
て
も
現
実
的
な
知
識
で
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
姉
に
送
ろ

う
と
思
い
、
す
ぐ
に
コ
ピ
ー
し
ま
し
た
。

（
愛
知
県
・
メ
リ
ー
マ
マ
さ
ん
）

読
者
の
み
な
さ
ま
の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

おたより募集中
「くらし塾 きんゆう塾」では、皆さまからのおたよりを募集
します。クイズにお答えいただいた上で、下記宛先までお
送りください。2016年2月29日までにご意見をくださった
方の中から、抽選※で10名の方に、「日めくりカレンダー」
をプレゼントいたします。また、おたよりを本誌に掲載させ
ていただいた方には、「知るぽると特製ボールペン※※＆メモ
帳」をプレゼントいたします。
※当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※※使い終わった紙幣の裁断片が入っています。

※いただいた個人情報は、プレゼントの発送、誌面への掲載に関してのご
連絡についてのみ、使用させていただきます。

①本号で面白かった記事
②本号で「もう一工夫ほしい」

と思った記事
③今後、取り上げてほしいと

思うテーマ
④一言ご感想
⑤この広報誌を知ったきっか

けまたは場所

⑥知るぽるとクイズの答（左
記参照）

⑦ご住所・お名前・年代・電
話番号

⑧「読者のおたよりコーナー」
への掲載希望の有無/掲載
するに当たり、本名ではな
くペンネームをご希望の場
合はペンネーム

●記入していただきたいこと

郵送 ： 〒103-8660 東京都中央区日本橋本石町2-1-1
  日本銀行情報サービス局内
  金融広報中央委員会「くらし塾 きんゆう塾」担当宛
メール ： info@saveinfo.or.jp
FAX ： 03-3510-1373 
  金融広報中央委員会「くらし塾 きんゆう塾」担当宛

●宛先

知るぽるとクイズ
以下のヒントを
もとにヨコに言
葉を入れていく
と、タテの太枠
にキーワードが
完成します。本
誌に登場した印
象 的な 言 葉で
すが、さて何で
しょうか？

アンドロイド
世界のトップを走るロボット工学者・石黒先生。発想力を鍛えるためには、
日常の中にある素朴な疑問を分かったつもりにならずに、自分の頭でとこと
ん考え抜く訓練をすることが大切だとアドバイスしてくれました。

●前号の答え

ヒント
A.	寒い季節に活躍。巻き方にもいろいろあります
B.	年賀状の印刷にも重宝しましたよね
C.	お正月の風物詩。電線に気を付けて遊ぼう！
D.	鬼はそと、福はうち
E.	セリ、ナズナ、ゴギョウ、ハコベラ、ホトケノザ…
F.	 子ども向けでも、大人が思わず頷いてしまうことも

※答えは次号掲載

A.

B.

C.

D.

E.

F.

プ

ナ
ナ シ

ラ

マ
ゲ
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